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．はじめに  

 ンは、 ッ ケー ックスを な で いたものに、 の を して

を し、 によって生じる ール でつくるもので、フライ ン の伝導 や ー ン の

で く一般的な ッ ケー や ンとは なる でつくる ンである。 ン は、

ッ ケー ックス の 解 の 伝導 、 の 解によって 生する二

化 による ンの 、 と 力 、 ル ーによる 、 ル ーの と

存な 、 くの理 の学 と するう に、日 生活との も いため、これまで学

の理 や 学館 の な で く り まれてきた 1)。 

ンは、 後の の時に された小 や な を用いて くの で

つくられたことが知られている。しかし 前に、 による ール を 用した 式調理によ

る が で開 され 用化されていたこと、また 在は、 ッケやフライな に 用され

る ン が ンと じ 式調理で されていることはあまり知られていない。 

ンの にある 式調理の 史的な経 や の 用 な について、 ン

を ってきた理 はもちろ であるが、 や な の で知 を し

的に び けることで、 学 の 展と らしについて「 的な学 ・ の時 」な

く うことが な となり、 たな り の かりとなることも期待される。 

本稿では、 式調理の の 用 として、 ン の である 前の

、および 後に一般 に 及した 式の に する調査 を報 する。 

 

． による 式調理の 期 

 本稿では、 および 解 を に を して を し、 によって生じる

ール で を 調理する を 式調理とする。この によって生じる ール を、

に活用した いものには、お の つまりお をするものがあり、「 用 （

用 12933 号）」2)が 和 2 年に 之助によって されている。 用 は、 ・

・ニッケルからなる を に し、 と を ラスもしくは ル イ の 物

で ったう で の一 を させた をしている。これを に し、 した か

ら して を するものである。 用 公 には、 の に て で 要時

を くことができると かれてあり、 に 化されたのかは かではないが、 の り、

の の 用 として も い記録である。その後、 な の の の およ

び にそれ れ を し、 や と な を れ して する「 （ 用

5999 号）」が 和 7 年に高 によって されている。「 」は、 が する
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を することなく に調理でき、また、 な で が高いことから、

のデン の や や の大 を かつ経 的にできるとしている。

これも 用化されたのか かではないが、 による調理の けといってよいだろう。  

また、 的な 式調理は、それ 前の 和 3 年に によって「 （ 81658

号）」が されている。この「 」は、 と が二重 になっており、 （下

）に と を れて によって を 生させ、その で （上 ） の を

調理するものである。 理は しと じで による ール で を 生させているも

のである。 は第 高 学 士館（ 在の 大学）物理学 で、この「

」の 理を 用して「 ン 」（図 1）3)「 ル ン式 体 」4)を 化してい

る。「 ル ン式 体 」は、 を れた の に

に重ねた を れ、 を で たし、 の を

時に調理する 大 し だといってよいだろう。 は、 ル

ー の が高く、第 高 学 士館 後は太 用 の

長になり、太 用 を提 し、その で を かすことの 用

について 和 11 年の 料協 での講 で語っている 5)。また、 時 に

は 用 料の 約 として、 の下に 聞 を数 重ねて い け

て を高めることや、調理後のまだ かい を就 前の の

に れて を めておくことな を している 6)。 

 

． による 式 の の開  

による 式 は、 在は 用も理 も われ

ていないが、 時 から 後数年 の 期 だけ われていた

時期がある。その 式には大きく けて二 あり、一つは

に を に に する で、

ンや の 式 がこの 式である。もう一つ

は、 の に を する で、後 する

生式 や ラ がこの 式である 7) 。 

（1） が開 した 式 の ・ 用  

 による 式 の開 は、 の によるところが大きい。 （

和 6 年）の後、 な や 大 で米を う して するか、また、 ン の

を う めるかな の を ていた が、その として に「 がたけ、 ンが け

る を の として、 やかに せよ、 はいくらかかってもよろしい」8)と じた

ことから、 および ン きができる の開 が められた。この開 を に った

は、大 10 年の 経理学 後に となり、大 15 年には 本

として 学の に ンの を い、その後 の開 を じられる。

後の 和 15 年には として イツの日本大 館に され、 ー ッ の を

し イツで を ている。 前から 後にわたって長く にかかわり、この
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を することなく に調理でき、また、 な で が高いことから、

のデン の や や の大 を かつ経 的にできるとしている。

これも 用化されたのか かではないが、 による調理の けといってよいだろう。  

また、 的な 式調理は、それ 前の 和 3 年に によって「 （ 81658

号）」が されている。この「 」は、 と が二重 になっており、 （下

）に と を れて によって を 生させ、その で （上 ） の を

調理するものである。 理は しと じで による ール で を 生させているも

のである。 は第 高 学 士館（ 在の 大学）物理学 で、この「

」の 理を 用して「 ン 」（図 1）3)「 ル ン式 体 」4)を 化してい

る。「 ル ン式 体 」は、 を れた の に

に重ねた を れ、 を で たし、 の を

時に調理する 大 し だといってよいだろう。 は、 ル

ー の が高く、第 高 学 士館 後は太 用 の

長になり、太 用 を提 し、その で を かすことの 用

について 和 11 年の 料協 での講 で語っている 5)。また、 時 に

は 用 料の 約 として、 の下に 聞 を数 重ねて い け

て を高めることや、調理後のまだ かい を就 前の の

に れて を めておくことな を している 6)。 

 

． による 式 の の開  

による 式 は、 在は 用も理 も われ

ていないが、 時 から 後数年 の 期 だけ われていた

時期がある。その 式には大きく けて二 あり、一つは

に を に に する で、

ンや の 式 がこの 式である。もう一つ

は、 の に を する で、後 する

生式 や ラ がこの 式である 7) 。 

（1） が開 した 式 の ・ 用  

 による 式 の開 は、 の によるところが大きい。 （

和 6 年）の後、 な や 大 で米を う して するか、また、 ン の

を う めるかな の を ていた が、その として に「 がたけ、 ンが け

る を の として、 やかに せよ、 はいくらかかってもよろしい」8)と じた

ことから、 および ン きができる の開 が められた。この開 を に った

は、大 10 年の 経理学 後に となり、大 15 年には 本

として 学の に ンの を い、その後 の開 を じられる。

後の 和 15 年には として イツの日本大 館に され、 ー ッ の を

し イツで を ている。 前から 後にわたって長く にかかわり、この
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開 の期 は、日本式の ン としてフ ー式 ン を開 したり、 人 ン

学 に参 したりするな ンや ン の 展のために した人物である 9)。 

の 開 は 和 8 年に開 され 10)、 式 に する くの や 用

が されている。 の 式は、 と が で、 に された

式 も である。 に 和 9 年 12 月 の「 （ 用 5849）」

があるが、 が開 した の で はこの 1 だけである。ただし、

の を くの ・ 用 については、考 が で 人は 大 で

公 されているのに、 の「 」は、 とは なく 人で されて

いる。しかし、その理 はあきらかではない。 

下の 1 に が考 した による 式調理に する ・ 用 を す 11)。 

 

（2） 式 の の 要 

の開 した 式 12)は、 式 ラックの に や 式

を して され、 、 が重ねられて したものである（図 3）。 された 式

は、 の お つ（ 400mm× 572mm× 高さ 218mm）に や米とお を れ、

して するものである。 には に に された 5 の が されているため、

をすると 時に が米を に され、 による ール で ができる。

の に が り けられているので、 き上がった後に を ち上げると も一

に り すことができ、 を った がそのままお つになる をしている（図 5）。 

式 は、 後 の の 2 の に 3 ずつ 12 が されている（図 4）。

1 が考 る  

名  用 ・  日 要 の  

 用 174546 号 和 9 年 6 月 の を に二 に した   

 用 15658 号 和 9 年 8 月 の を に 数 に した    

用  用 15475 号 和 9 年 8 月 を の字 に   

用  用 1058 号 和 9 年 12 月 の字 周辺 を した   

 用 5849 号 和 9 年 12 月 を に 上に に した   

 118764 号 和 10 年 1 月 の高さを を調 した   

 用 4045 号 和 10 年 1 月 
を につな ことで ー を だけで

なく、 による を の にも 用 
 

の  用 4046 号 和 10 年 1 月 
な に調 するために の に

する、上は小さく下に大きな を けた  
 

高周  用 3958 号 和 10 年 3 月 R LC にして を 大にする   

116173 号 和 10 年 5 月 や 式 を した   

を ねたる  用 4949 号 和 10 年 5 月 に を に 5 してある   

 用 5844 号 和 10 年 5 月 
に イルを り け 生する によって

の が れにくい を調 するように  
 

 126395 号 和 10 年 9 月 
の 、 態の 一化、 の

化のための を した  
 

き 用し得る 
用  

用 15565 号 和 11 年 4 月 上 を 化 ル ニ の 体で した   
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5 方 14) 

3 14) 4 15) 

の は 115V 、周 数は 50H z 、 大 力は 2500W になり約 14 でご が きあが

る。1 に 9 L（25 ）のご が け、 に された 12 の で一 に 300

のご を くことができる 13)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） までの経 と  

「 がたけ・・・・ やかに せよ」8)と じられて 和 8 年に を開 し、 和 9 年 1 月

には での の が申 され 16)、 和 10 年 3 月には雑誌「 」に の

士山 の が りで報 されている 17)。 和 12 年には し 18)、 和 12 年 7

月に こった日 では を 長とする 第一 に が され、

和 14 年のノ ン ン にも し の で一 に した 8)。ノ ン ン 後

は 東 から 300 の の の要 があり 大 の ・ で 用され 8)、

は約 1000 された 9)。 後になって、 が ク ー に 開 の

をした に「 士の に、ああ、その を しましたよ、というのに、3 人 いました」
8)と していることから、 くの が で に活用されていたことが けられる。  

本 で の上 であった は、 後 学 として 大学

を め、 に する本を 数 いている。その に『 の 学』があり、 式 について

「大 、 で考 され、大 に した 式 として に り上

げ、 に し、 に 用し を上げ得たものである」19)とし、その 長として「

に ること 生 げつきなし すなわち となって に なこと 

ー を ばせば、山 にても にても を に せずして し得ること」19)の 4

点を げ、 式 の 用 を語っている。 下の 2 に が するまでの経 をまと

めたものを す。 
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（3） までの経 と  

「 がたけ・・・・ やかに せよ」8)と じられて 和 8 年に を開 し、 和 9 年 1 月

には での の が申 され 16)、 和 10 年 3 月には雑誌「 」に の
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月に こった日 では を 長とする 第一 に が され、

和 14 年のノ ン ン にも し の で一 に した 8)。ノ ン ン 後

は 東 から 300 の の の要 があり 大 の ・ で 用され 8)、

は約 1000 された 9)。 後になって、 が ク ー に 開 の

をした に「 士の に、ああ、その を しましたよ、というのに、3 人 いました」
8)と していることから、 くの が で に活用されていたことが けられる。  

本 で の上 であった は、 後 学 として 大学

を め、 に する本を 数 いている。その に『 の 学』があり、 式 について

「大 、 で考 され、大 に した 式 として に り上

げ、 に し、 に 用し を上げ得たものである」19)とし、その 長として「

に ること 生 げつきなし すなわち となって に なこと 

ー を ばせば、山 にても にても を に せずして し得ること」19)の 4

点を げ、 式 の 用 を語っている。 下の 2 に が するまでの経 をまと

めたものを す。 

 

（4） と 式の ンの  

式 を 期 で 用化できたのは、 が「生 ンに を し ンを き上げると

いう は に米 に於いて 意されている」20)と、 和 18 年 の『 ン 学』に記している

ように、 ン においてすでに 式調理の を知っていたからである。また、 和 5 年か

ら 和 8年まで 学生として東 大学 学 に在 して化学 学 を学 で や 力学

の 本的な知 に の指導・ 助が得られたこと、さらに の に し

ていた や東 大学講 で の である小 らの協力が得られた

り、 の を活用できたりしたからである 8)。 

なお、 によって ンに する が、 和 10 年 2 月に 本 に報 され

ている。この報 には「本 ン にては 用と 一の を用いて の を 」
20)や、 ンの 用にあたっては「 の と の 用に重点を き考 」20)と

記されていること、また、「 （ 用 17456 号）」が、この ンの報 の前年

の 和 9 年にすでに されていることから、 を に開 して 用化し、 にその を

ンに 用したと考 られる。 は、 式調理での ンと の 用を考 ていたが、

では は 用化されたものの、 ンの 用化にはいたらなかった。 

 

． 後の 用 式  

（1） 協 による 生式  

前に、 の によって に するために開 された 式 の を

用して、 後に、 協 は 用の 生式 を開 し、その 及に けて ・

している。 協 の前 は で、 な で していた の に けた

・ を 的に 39 年に で し、 40 年には『 雑誌』第 1 号を して

いる。 の に、化学的 を して「大にしては の を め、小にしては一 一

の を り」21)とあることから、 が と の い 体であることがわかる。その後、

2  

 開 の経  
和 8 年 4 月 開   
和 8 年 10 月 式  （ ラックに を ） 
和 9 年 2 月 で 用    
和 9 年 8 月 式   「 」「 用 」 用  
和 9 年 12 月 「 」「 用 」 用  
和 10 年 1 月 「 」「 の 」 用  
和 10 年 2 月 士山 で 用      ンの を 本 に報

和 10 年 5 月 「 」 、「 を ねたる 」 用  
和 10 年 9 月 「 」 用  
和 10 年 12 月 式   
和 11 年 2 月 ・ で 用  「 き 用し得る 用 」 用  
和 11 年 12 月 式   
和 12 年 7 月 式   を 長とする 第 1 に  
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情が した 時 の のある き を すため、 和 18 年に 人 協 に

し雑誌『 』を したが、 後の 和 21 年 1 月に解 し、5 月にその を き継 かたち

で 人 協 が 生している 22)。 協 解 前の 和 21 年 1 月に された『

』 号の「『 協 』生る」には 一覧が されており、 長に後の

田 、 理 に生活協 な 日本の の重要な を った 義 、理 や

に 生 をはじめ の O B や経 の指導 が就 していること、また、 が 生

公 生 に かれていることから、 協 が 的に大きな 力を つ 体であ

ったとい る。 協 の 的が つ されており、その一つに「 および

の および 」23)が げられ、 に「 の 及 」24)と記されている。 

協 生後の 和 21 年に された『 生活』4 月号の協 だよりには「 生式

の の を して、いよいよ を開 し得るに った。 の に な 二 を り

けたの の めて な で、かつ であり い も 、 知 のない人にも に

ができて、 じ の いもない。 をなる く にしたいと 下 であるから、

は 号に する」25)とあることから が であることがわかる。そして『 生活』5 月

号には 生式 の が され、協 だよりには「 生 を めている」26)と生 が

はじめられたことが かれている。『 生活』6 月・7 月 号 は の が ー

に され、『 生活』8 月号の協 だよりに「 はますます 、 申

を う」27)と記され の い が伝わる。しかし、『 生活』 和 22 年 1 月号までは

の が されているものの、2 月号 の には が しなくなる。

が一般 に 及するのは 和 30 年 で、この時期に 式 が に き っ

たとは考 にくいことから、 ・ スな の 料 が解 されたため、また、 式の

の が かったことな の理 から、かま での が一般的であったと考 られる。 

存している 生式 として、お い ン ・ ンの 氏の （ 日

一氏）が しているものが、2018 年 3 月 14 日 の T V 日 ラ テ ー 「 イッテン

ノ」で されている。 
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情が した 時 の のある き を すため、 和 18 年に 人 協 に

し雑誌『 』を したが、 後の 和 21 年 1 月に解 し、5 月にその を き継 かたち

で 人 協 が 生している 22)。 協 解 前の 和 21 年 1 月に された『

』 号の「『 協 』生る」には 一覧が されており、 長に後の

田 、 理 に生活協 な 日本の の重要な を った 義 、理 や

に 生 をはじめ の O B や経 の指導 が就 していること、また、 が 生

公 生 に かれていることから、 協 が 的に大きな 力を つ 体であ

ったとい る。 協 の 的が つ されており、その一つに「 および

の および 」23)が げられ、 に「 の 及 」24)と記されている。 

協 生後の 和 21 年に された『 生活』4 月号の協 だよりには「 生式

の の を して、いよいよ を開 し得るに った。 の に な 二 を り

けたの の めて な で、かつ であり い も 、 知 のない人にも に

ができて、 じ の いもない。 をなる く にしたいと 下 であるから、

は 号に する」25)とあることから が であることがわかる。そして『 生活』5 月

号には 生式 の が され、協 だよりには「 生 を めている」26)と生 が

はじめられたことが かれている。『 生活』6 月・7 月 号 は の が ー

に され、『 生活』8 月号の協 だよりに「 はますます 、 申

を う」27)と記され の い が伝わる。しかし、『 生活』 和 22 年 1 月号までは

の が されているものの、2 月号 の には が しなくなる。

が一般 に 及するのは 和 30 年 で、この時期に 式 が に き っ

たとは考 にくいことから、 ・ スな の 料 が解 されたため、また、 式の

の が かったことな の理 から、かま での が一般的であったと考 られる。 

存している 生式 として、お い ン ・ ンの 氏の （ 日

一氏）が しているものが、2018 年 3 月 14 日 の T V 日 ラ テ ー 「 イッテン

ノ」で されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
6  

  
7  

る 116015     

8 ） 

生式 の は で、図 6 のように のお つの に に つ

されており、 は 和 9 年 1 月に日高周 が した 「 に る （ 116015 号）」

（図 7）とまったく じである 28)。 に のお米を れて すると、約 30 後に し

45 後には き上がり、 き上がると がなくなるため が れなくなり が まる。

力 は 200 ッ 時 で、 の 力の 1/5 です と、 生式 の説 （図

8）に かれている。 

生式 の説 に記 されている は名 の 式 であるが、『

生活』 の に記 されている は東 の田 で、説 の記 と な

ることから、 生式 が で ・ されていたことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏の 生式 は の 薬 （ ）の 下倉 に されていた

ものである。 薬 は 1947 年 1 月に 理 につき し、 が 収した後、1955

年に に い下げられている。 氏の する 生式 は、1970 年 氏の

人が から 下倉 の を された時に の 生式 を 100 つけその一

つを 人的に し、後に られたものであり、 存する 生式 は調査の ではこの

1 点だけである 29)。雑誌『 生活』の 和 21 年 8 月号には 生式 の 及のために、

の い や り い上の 意、 の調理 な を する記 が されている。

記 には「かつて 本 が っていた の 用 を 協 が り けて ったのだが、

二 が ている である」27)と かれていることから、 時、 生式 の他

に の 式の が ・ されていた がうかが る。 

（2） 式 ラ  

生式 と 式の の で 存しているものに、東 田 （

在の ）の 士 式 が した ラ があり、大 学館、 戸

史 資料館、 和 の 田 れあい の 、東 調 博物館の か に

っている。 に されている の は、大 ・ ・ の つの ラ （図 10）
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10 カラ   
） 

11 カラ  
） 9 359047  

   カラ ） 

は、図 9 の 用 と じ の であるが、東 の ラ （図 11）は他の つとは な

り 生式 と じ の である。ただし、 生式 の は に

つ されているのに し、東 の ラ は の と の が二つで

生式 の とは が なる。また、お つの大きさは大 ・ ・ の ラ

が高さ 18 c m・上 20 c m・下 18 c m であるのに し、東 の ラ は高さ 19.5

・上 23.5 c m・下 23 c m で、東 の ラ の が少し大きい。 士 式

が 時に 2 していたのか、 で を したのか、それとも 1 つは なのか

については、それ れ 館 の が でこれ 上 しくはわからないが、2 の

ラ が 存している。なお、 博物館には、調 博物館の ラ と の

やお つの大きさが じであるが ラ ルがない 式 が されている。 であ

る 倉 氏が のテ を した の であることから、 博物館 の

式 が、 士 の ラ なのか、 ラ を 本にして 倉氏が した

ものなのか できない である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラ に している説 （ 用のしをり）（図 12）には、 きで約 45 200

ッ 時、一 きで約 80 400 ッ 時と記 され、 よりも 力が少なくて と

かれている。また「 を に だ 料やお な をお用 になつた 料で に のおは

ちで なさることは（たと ば めし、 の めし、 の き ） にお け下さい」と、

大きな が れること の 意 もされている。なお、説 （ 用のしをり）には「

用 ン き ー ー ー 」と かれていることから、 士 では、 に 式

ン き を していたことがわかるが、 ー ー ーの 物や資料は あたらない。 

大 学館では、 ラ の を し を する が われてい

る。 では、 を れた の 力が 70W であったが 第に大きくなって約 15 後

には 200W になり、それ は小さくなって約 30 後に 30W になったこと。また、約 30W

で したところで を り、5 らしてから を開けるときれいに けていて「 の

で いたものと のなく くことができた」30)ことが報 されている。 
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る。 では、 を れた の 力が 70W であったが 第に大きくなって約 15 後

には 200W になり、それ は小さくなって約 30 後に 30W になったこと。また、約 30W

で したところで を り、5 らしてから を開けるときれいに けていて「 の

で いたものと のなく くことができた」30)ことが報 されている。 

12 カラ  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和 22 年 の 『 の 及 』『 の 化』『 用 』には、それ

れ 式 が図 りで されている。いずれの図も で、 の は数が

なるもののいずれも 生式 と じ であるが、『 用 』には ラ

とは が なるが の図も されていることから、 生式 と じ

も ラ と じ も一般に していたことがうかが る 31)。 

（3）その他の 式  

式の に する ・ 用 は、 前は （ ）と日高（ 生

式 ）の 2 人からの しかなかったが、 後の 1 年 に の ・ 用 が

ラ の他に 70 上 されている。その には、 和 30 年に、 が すると でス

イッ が れる日本 の 式 （ 式ではなく 式）を 化した東 式

（ 在の東 ）も まれており、 い の に を し や に 用する 式調

理 「 （ 用 357475 号）」を している。また、 和 46 年に と が

するとして「 でわかる 」32)を し、 という 学を日本に さ

せるきっかけをつくった も、 時は東 大学 学 に在 しており、 和 21 年 4 月に

の と を にした「 式 （ 用 357832 号）」を している。 

しかし、 用化されて された記録を つけることができたのは、（1）（2）で れた 生式

と ラ だけであった。他には 化の記録はないが、 ニー 式 の前 で

ある東 による の が知られている。  

東 は、 和 20 年 10 月には日本 の 3 でラ の修理や をはじめてい

たが、 後の の により一時的に であった 力と な 料を って、

人々の生活に に つものを ろうとして 式 の開 を がけている（図 13）。しかし「で

きあがったのは のお に ル を り わせただけの な のもの。 の 化、

、お米の な によって があったり、お のようになったりしてしまい、うまく けること

の うがまれだった。このため、この は されることなく、東 の 第 1 号と

なった」33)とあるように 化には らなかった。 ニー 期から 展期まで 的な を

った 田 は「あるときは す で、あるときは らずという でついにこれを 念し
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た」34)、また、 大も「 に ったご が られるので、

にさいなまれることは一 もなかったが、おいしいご にあ

りつけたことの うが少なく、 上の ラ ルもあり、 たち

は 数 のお をかか たまま、その の を

せ るを得なかった」35)と に いているように、 ニー

期の 的な であることがわかる。また、 式の ン

も しているが、こちらも に 化には っていな

い。 ニーは 後の 和 20 年 10 月にラ の修理な と

して、 式 や 式 ン の を めたが、12 月 には 念している。 生式

が 和 21 年 5 月の 開 であること考 ると、 ニーの 式 の開 が時 を

りしていたのにもかかわらず 化に らなかったのは、 時はまだ が しておらず

の が っていなかったことや 36)、 に ル ニ を 用していたため、 時に ル

の が 化され が 下してしまいうまく けなかったことな が だと考 られる。 

ニーの他には、 前の 和 20 年 6 月に 学 の西 と高 和 が 式

について「 の 式」を報 しており、 日 聞に「 いらずの 」37)が され

ている。 後、西 が『 と 学』に「 すい の 理と 」38)で 式 について報

しているが、 化や との については れられていない。 学 は、 の

、 生 態、 の調査 を っており、 生式 を した

協 の理 にも 学 の 本 太 が名を ねている。しかし、 式 の 化や

との について れられた資料は あたらなかった。 

 

（4） 後の 用 式 の  

これまで、 後に一般 けに された 式 についてまとめてきたが、その

について、 和 15 年に東 で を 用化 39)した 重 が、 和 22 年 7 月 の『

の 化』で 下のように語っている。 

 

 のように小田 から 時の で している人 も に、そのありがた を 感している。

となれば、 時の で つためには、 を 時 にしなければならない。そのためには 時

に きてご を かなければならないのだが、これはかなり である。さりとて、 の い時に前

から いておくことは てしまって、これまたありがたくない。ところが、このお を うと

る時か るいは に をさましたような時に、 でち っとスイッ を れればよいので、

きた時には にご が けて、 たを開ければ と か が っている。まことにこの

き は 後の の であると は じている 40)。 

 

また には「たまにはおこげがあった うがよい」「昔の ばしかったおこげの を い し

たよ」40)な と語る 人がいたことにも れられていることから、 式 が一 及し

だけでなく 点も め められていた が伝わる。 

13 東  
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13 東  
 

なお、この には 式 の図が二つ されており、一つは 生式 と じ

の であるが、もう一つは東 （ ニー）が したものと た になっ

ている。その は 一 することはない 雑な であることから、東 （東 ）と

東 （ ニー）の の で、 らかの があったと る きであろう。 

． 式 の開 史における と日高周  

式の は、 和 12 年に で 用化されてから、 後に で数年 用

された 式 まで 数年 の 期 ではあったが、 、 料ともに しかった日本で活

していた。この 式 の は かを するにあたって、 ・ 用 に する

と、 和 8 年 12 月に 式調理 である の「 （ 用 11930 号）」、

の「 （ 用 11972 号）」で、 、 の 式について し、

さらに、 和 9 年 1 月に 「 （ 用 628 号）」、「 に る

（ 116015 号）」で に 及している日高周 の が も早い。しかし、調査の ではこ

の後 史上に日高周 の名前を ることはない。 

一 、 は で 式 および ン の を じられて 和 8 年 4 月に を

め、日高の よりも約 年 れて 和 9 年 6 月に の「 （ 用 17456

号）」を している。 、 式 に するさま まな ・ 用 を 得し、

に する 式 の 用化に している。 

式 に する ・ 用 を に していたのは日高周 であるが、 に

式 を開 して 用化したのは である。また、 は日高が 用 を する

より前の 和 8 年 4 月には で に を開 していることから、 日だけで 式

の を日高とするのは早 である。ただし、日高が ンについては 及していないことから、

式の ン の は であるとしてよいだろう。 

さらに、 と日高の ちらが なのかを に めることができない理 として、 ・

用 の 日の他にも 雑な 情がある。 生式 の説 に「 和 年 から

に於いて の に を じて を 生させ、 をする に就いて し、 記の が

しました。 し で 用するものは としての 用に があって、其 では 用にな

らないことは 論ですが、 に 人 協 の に って 用 の を

た 第で ります」と記されていたり、『 生活』 和 21 年 8 月号に「かつて 本 が

っていた の 用 を 協 が り けて った」27)と かれていることから、 協 は、

で開 された 式調理の を 用し、 用の 生式 をつくったとしているこ

とがわかる。また、後年 は 協 の 生式 について「 が、 人として、

用 をとったものである。 について、 本 を い わせたら、 博士が『

（在 在 ）は うせ ってこないだろうから、 ってもよろしい』」という をもら

ったので、 り しました。申し ないことをしました、といって、協 から を って下さ

いました」8)と語っていることから、 も、 生式 は で が開 した

を 用してつくられたと していることがわかる。 
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しかし、 生式 の は、 が で 用化した ではなく

で、その は日高が「 に る （ 116015 号）」に した図とまったく じで

ある。 も の「 （ 用 5849 号）」を 人で しているが、

この「 」は の の に の を に たものであり、 の

（お つ）の に の を した 生式 とは がまったく なる。つま

り、 生式 は、 で が開 したものではなく、日高の 用 ・ を 用し

てつくられたものであるとい る。 

 

が後年「この には、 も をもち、やがて するに及 で、 用の

として するにいたった」8)と語っていることから、日高周 が で 用の

式 を開 していた もあるが、 の資料には日高周 の名前や 式 を

つけることができない。また、日高の の は 和 2 年まで の 長で、その

後学士 協 学 協 クラ 学 となった 上 太 であること

から、日高が の を開 していた とは考 にくい。 

体の が する雑誌「 」 和 11 年 5 月号には「 体 の上 な

用 」について の解説が されている 41)。また「 」 和 12 年 3 月号には、

本 の 、 を に 11 名で われた の座 の記録が

されている 42)。これらの記 が された には 式 が していたのに、いずれの

記 にも 式の について れられていないことから、 が高 な

であるため公 されていなかったのだと考 られる。 

日高周 、 、 、 、 協 の 、また、 生式 が日高の

でつくられ の を 用したと語られている理 については、これ 上 をあきら

かにすることはできなかった。今後も継 して調査を う必要がある。 

3  

  日高周  

和 8 年 4 月 式調理による の に   

和 8 年 10 月 
式   

（ ラックに を ） 
 

和 8 年 12 月  
「 」 用  （ ） 

「 」 用  （ ） 

和 9 年 1 月  
「 」 用  （ ） 

「 に る 」 （ ）で に 及 

和 9 年 6 月 「 」 用 （ ）  

和 9 年 12 月 「 」 用 （ ）  

和 10 年 5 月 

「 」  

「 を ねたる 」 用  

 （ ） 

 

和 12 年 5 月 式    
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しかし、 生式 の は、 が で 用化した ではなく

で、その は日高が「 に る （ 116015 号）」に した図とまったく じで

ある。 も の「 （ 用 5849 号）」を 人で しているが、

この「 」は の の に の を に たものであり、 の

（お つ）の に の を した 生式 とは がまったく なる。つま

り、 生式 は、 で が開 したものではなく、日高の 用 ・ を 用し

てつくられたものであるとい る。 

 

が後年「この には、 も をもち、やがて するに及 で、 用の

として するにいたった」8)と語っていることから、日高周 が で 用の

式 を開 していた もあるが、 の資料には日高周 の名前や 式 を

つけることができない。また、日高の の は 和 2 年まで の 長で、その

後学士 協 学 協 クラ 学 となった 上 太 であること

から、日高が の を開 していた とは考 にくい。 

体の が する雑誌「 」 和 11 年 5 月号には「 体 の上 な

用 」について の解説が されている 41)。また「 」 和 12 年 3 月号には、

本 の 、 を に 11 名で われた の座 の記録が

されている 42)。これらの記 が された には 式 が していたのに、いずれの

記 にも 式の について れられていないことから、 が高 な

であるため公 されていなかったのだと考 られる。 

日高周 、 、 、 、 協 の 、また、 生式 が日高の

でつくられ の を 用したと語られている理 については、これ 上 をあきら

かにすることはできなかった。今後も継 して調査を う必要がある。 

3  

  日高周  

和 8 年 4 月 式調理による の に   

和 8 年 10 月 
式   

（ ラックに を ） 
 

和 8 年 12 月  
「 」 用  （ ） 

「 」 用  （ ） 

和 9 年 1 月  
「 」 用  （ ） 

「 に る 」 （ ）で に 及 

和 9 年 6 月 「 」 用 （ ）  

和 9 年 12 月 「 」 用 （ ）  

和 10 年 5 月 

「 」  

「 を ねたる 」 用  

 （ ） 

 

和 12 年 5 月 式    

．おわりに 

本稿では、 用に開 され に された 式 、およびその が 後の

料 の時に 用の に されたことを報 した。この 式の が 後に

ンに 展することから、 ン の は、 に された 式 だ

といってよいだろう。なお、 後の 式 ン や ン については、 稿で報 する。 

ラ の調査においては 戸 史 資料館山本氏、調 博物館 崎氏、 和

田 れあい の 氏、 博物館 氏にご協力 いた。 について

は、 の 氏に貴重な「 説 」を せて き、 や 用 に

ついてご いた。なお、本 は 大学 氏の 43)によるところが大きく、

生式 の説 は 氏の調査によるものである。 に で感謝申し上げます。 
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